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公共高第331号

平成10年2月17日

公立学校共済組合高知支部長

公立学校共済組合貸付規程の一部改正について（通知）

このことについて、平成10年1月29日付け公本保第110の3号で公立学校共済組合理

事長から、別添のとおり通知がありましたので、職員への周知等よろしくお願いします。

なお、今回の改正の要点は、下記のとおりです。

記

公立学校共済組合の行う、高額医療貸付けを除く各貸付金の利率（以下単に「貸付利率」と

いう。）については、大蔵省資金運用部預託金利率（以下単に「預託金利率」という。）が年5・
25％を下回っている期間について、段階的に貸付利率を変動させる特例利率を適用してきた

ところです。しかし、昨今の預託金利率の低下は著しく、現状の変動幅では、昨今の金融情勢

に十分対応できない事態となっています。このため、平成10年4月1日から、預託金利率が

「年2．75％以下」の期間についての貸付利率を設定するよう貸付規程が改正されました。

また、貸付金借用証書についても若干の改正が行われていますので、修正した様式を3月上

旬に送付することとしますので、よろしくお願いします。
（年利）

特　　　 例　　　 利　　　 率

預 託 金 利 率 4 ． 7 5 ％超 4 ． 2 5 ％超 3 ． 7 5 ％ 超 3 ． 2 5 ％ 超 2 ． 7 5 ％超

2 ． 7 5 ％以下貸 付 種 別 5 ． 2 5 ％以下 4 ． 7 5 ％以下 4 ．2 5 ％以下 3 ．7 5％以下 3 ． 2 5 ％以下

一 般 ・住 宅 ・教 育

医 療 ・結 婚 ・葬 祭

　貸 付 け

5 ． 2 6 ％ 4 ． 7 6 ％ 4 ． 2 6 ％ 3 ． 7 6 ％ 3 ． 2 6 ％ 2 ．　7　6 ％

住 宅 災 害 貸 付 け

災 害 貸 付 け
4 ． 3 8 ％ 3 ． 9　7 ％ 3 ． 5　5 ％ 3 ． 1 3 ％ 2 ． 7 2 ％ 2 ． 3 0 ％

介 護 構 造 部 分 に

係 る 貸 付 け
5 ． 0 0 ％ 4 ． 5 0 ％ 4 ． 0 0 ％ 3 ． 5 0 ％ 3 ． 0 0 ％ 2 ． 5 0 ％

激 甚 災 害 に よ る

住 宅 災 害 貸 付 け
3 ． 0 0 ％ 2 ． 9　7 ％ 2 ． 5　5 ％ 2 ． 1 3 ％ 1 ． 7 2 ％ 1 ．　 7 2 ％

※平成10年2月現在は、「2．75％超　3．25％以下」の特例利率が適用されています。



公本保第110の3号

平成10年1月29日

公立学校共済組合

理事長　野　崎

公立学校共済組合各支部長　殿

‥
T

を
J
r
F
u
l
t
t

公立学校共済組合貸付規程の一部改正及び当該改正

に伴う事務取扱いについて（通知）
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標記のことについて、公立学校共済組合貸付規程を、別紙1のとおり改

正し、当該改正に伴う事務取扱いを別紙2のとおり定めたので通知します。



別　紙1

公
立
学
校
共
済
組
合
貸
付
規
程
の
一
部
改
正

公
立
学
校
共
済
組
合
貸
付
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
三
月
一
日
制
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
年
一
月
二
十
九
日

公
立
学
校
共
済
組
合
理
事
長

野

　

崎

　

弘

第
十
六
条
第
三
項
中
「
及
び
勤
勉
手
当
」
を
　
「
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
」
　
に
改
め
る
。

第
二
十
集
中
「
国
表
公
務
鼻
等
共
済
組
合
法
」
　
を
「
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
」
　
に
改
め
る
。

附
則
別
表
　
（
附
則
第
八
項
関
係
）
中

年 年　年
■■■－ ■■一一一　　　　－
■－ －　　　　　●■l■l・－
●
七

●　 ●

二 七
・五 五　 五

％ ％　 ％

以 以　 を

下 下 超　え

月 月

○

●

○

●
－
－ ■■■■■■■
■■－ 七

○ 一－－
○ 六

％ ％

月 月

○

▲

○

●
一

．九 ■■■－

●■■■－ 六

＿－L－ ⊥′ヽ ′ヽ
・％ ％

月 ‘ 月

○

●

○

■

■■－ －
■■－■－
○ 五

八 ○

一■l■llll■■■■■－
○

％ ％

月 月

○

●

－．l■

○

●

四 四

■－ ■■－■■■■● ■－■■■■■l■ ■■■■■■l
●■■■■ ■■■■●■l－ －
％ ％

」

に

改
め
る
。



別
紙
株
式
第
三
号
（
こ
、
別
紙
様
式
第
三
号
（
三
）
及
び
別
紙
様
式
第
三
号
（
四
）
中
「
及
び
勤
勉
手
当
」
を
「
、
勤
勉
手
当
及
び

期
末
特
別
手
当
」
　
に
改
め
る
。

附

　

則

l
　
こ
の
改
正
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
（
以
下
「
実
施
日
」
　
と
い
う
。
）
か
ら
実
施
す
る
。

2
　
改
正
後
の
附
則
第
八
項
の
規
定
は
、
実
施
日
前
に
貸
し
付
け
た
も
の
に
係
る
実
施
日
以
後
の
償
還
期
限
の
日
に
お
け
る
利
息
に
つ
い

て
も
適
用
し
、
実
施
日
前
の
償
還
期
限
の
日
に
お
け
る
利
息
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

3
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
改
元
の
実
施
．
に
伴
い
必
要
な
鹿
過
措
定
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
．



公
山
並
学
校
丑
ハ
済
組
A
口
岱
見
付
規
屯
仕
一
部
改
正
新
旧
対
偶
肘
表

改
　
　
正
　
　
後

（
償
速
）

第
十
六
条（

第
一
項
及
び
第
二
攻
　
略
）

3
　
借
受
人
で
貸
付
金
の
額
が
首
万
円
以
上
で
あ
る
者
は
、
毎
月
僕
達
の
ほ
か

、
貸
付
金
の
交
付
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
後
、
最
初
に
到
来
す
る
六
月
又

は
十
二
月
の
期
末
手
当
要
刊
剖
（
以
下
r
ポ
ー
ナ

■
ス
」
と
い
う
．
）
　
の
支
給
月
か
ら
、
最
終
回
の
償
連
覇
を
除
き
、
ボ
ー
ナ
ス

の
支
給
月
ご
と
に
元
利
均
等
堺
で
償
速
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

（
第
四
項
か
ら
第
一
〇
項
ま
で
　
略
）

（
他
の
共
済
組
合
か
ら
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
者
へ
の
貸
付
け
）

第
二
十
条
支
部
長
は
、
法
に
基
づ
く
他
の
共
済
姐
含
又
は
国

l
封
勾
閲
見

l
州
細

則
倒
閣
（
昭
和
三
十
三
年
法
枠
第
百
二
・
十
八
号
）
に
基
づ
く
共
済
組
合
か
ら

怯
第
百
十
二
条
第
一
項
第
四
号
又
は
暑
剣
間
利
剣
渕
第
九
十
八
粂

第
五
号
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
者
が
組
合
長
と
な
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
昔
が
当
材
貸
付
金
を
返
済
す
る
た
め
の
資
金
を
必
要
と
す

る
と
き
は
、
貸
付
け
を
行
う
こ
と
が
．
で
き
そ
こ
の
場
合
に
お
い
．
て
、
第
日

粂
及
び
第
七
集
の
規
定
の
適
用
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
理
事
長
が
定
め
る

●

改
　
　
正
　
　
盈
刑

（

僕

達

）

第

十

六

条

（

第

一

項

及

び

第

二

項

略

）

3

借

受

人

で

貸

付

金

の

額

が

盲

万

円

以

上

で

あ

る

者

は

、

毎

月

償

速

の

ほ

か

、

貸

付

金

の

交

付

を

受

け

た

日

の

属

す

る

月

後

、

最

初

に

到

来

す

る

六

月

又

は

十

二

月

の

期

末

手

当

及

l

び

痢

」

矧

司

到

（

以

下

「

ボ

ー

ナ

ス

」

と

い

う

．

）

の

支

給

月

か

．

ら

、

最

終

回

の

償

還

額

を

除

き

、

ボ

ー

ナ

ス

の

支

給

月

ご

と

に

元

利

均

等

職

で

償

逮

す

る

こ

と

が

で

き

る

．

（

第

四

攻

か

ら

第

一

〇

項

ま

で

略

）

∴

他

の

共

済

粗

合

か

ら

貸

付

け

を

受

け

て

い

る

者

へ

の

貸

付

け

）

第

二

十

条

支

部

長

は

、

法

に

基

づ

く

他

の

共

済

組

合

又

は

圃

利

剣

嘲

則

嘲

共

l

済
l

姐

旬

渕

（

昭

和

三

十

三

年

法

律

第

雪

一

十

八

号

）

に

基

づ

く

共

済

組

合

か

ら

法

第

百

十

二

条

弄

一

項

第

四

号

又

は

副

刹

勾

御

剣

司

期

間

姐

劇

感

財

九

十

八

粂

第

五

号

の

規

定

に

よ

る

貸

付

け

を

受

け

て

い

る

者

が

租

舎

員

と

な

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

そ

の

昔

が

当

該

貸

付

金

を

返

済

す

る

た

め

の

資

金

を

必

要

1

と

す

る

と

き

は

、

貸

付

け

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

．

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

算

四

条

及

び

許

七

集

の

規

定

の

適

用

そ

の

他

必

憂

な

事

項

は

、

理

事

長

が

定

め

る

．



附
則
別
表
　
（
附
則
第
八
項
関
係
）

改

正

後

年 年　　　 年 年　　 年 年　　 ．年 年　　　 年 年　　　 年
資

金
四　　　 ＿ 四　　　 四 五　 ・四

● ● ● ●　　　　　　　　　　　　　　　　■
・運

七 七 七　　　 ‾
●　　 ●　　七 ●　　 ●

七
●　　 ●　七 用

部

預

託

●金

・利
率

五 五 五 五　　　 五 五　　　 五 五　　　 五 五　　　 五
％ ％ ％ ■％　　　 ％ ％　　　 ％ ％　　　 ％ ％　　　 ％
以 以 を ‘血　　 を 以　　　 を 以　　　 を 以　　　 を
下 下 超 下　　 起 下　 ・超 下　　　 超 下　　 超

え え え え え

月 月 月 月 月 月
け 庶 一

に ・ 般
○

●

○

●

○

●

○

●

0 ○ 係 鰭 ・

る 婚 住
貸 及 宅

付 び ・

● ●
由

七 五 完

○
一■■－

五 六 八
ヽ
金 葬 教

○ ＿▲＿ 0 六 の ・無　 音′ヽ t■■一－％ ％ ％ ％ ％ ％ 利 貸 ・

串 付 匿

月 月 月 月 月 ・ 月

け 住

に 宅

○

●

○

■

○

■

○

●

○

●

0

●

係 災

・る 書
貸 及

九 ＿▲一 九 ＿▲＿ 付　 び
′ヽ ′ヽ

一－一－ 六 ○ 五 0 五 金　 災

▲ ■′ヽ 六 八 八 八 ○ の　 専

％ ％ ％ ． ％ ％ ％ 利 t貨

車 付

月 月 月 月 月 月

る 介

貸 護

○

●

○

●

○

●

○

●

0

●

○

●

付 構

金 進

の 齢■■－ 四　 ■
●■■－

0 五 九 －■ 七 利　 分

∧ 0 －■ 五 六 串　 の

○ JL■ 〇 ・ 六 額
－ ′ヽ
％ ％ ％ ％ ％ ． ％ に

係

月 月 月 月 月

に に 拍

係 よ 定

○

●

○

●

0

■

○

●

0 －

●

る る 期

貸 住 間

付 宅 中

四 ． 四 七 －｛■－ 四 金　 災　 の

■■－
－ － 七 － 七 の　 書　 敢

－ － 五 五 五 利　 貸　 甚

1 ％ ％ ％ ％ ％ 事 付 災　け 書

（
注
）
住
宅
貸
付
け
及
び
住
宅
災
害
貸
付
け
に
係
る
貸
付
金
の
利
串
は
、
当
該
貸
付
金
の
額
か
ら
介
株
構
造
部
分
の
額
を
除
い
た
額
に
係
る
判
事
と
す
る
．



附
則
別
表
　
（
附
則
第
八
項
関
係
）

改

正

年 年　　　 年 年　　　 年 年　　　 年 年　　 ■　年
資
金
運

● ●　　　　　　　　　　　　　　　　●

四

●

四　　　 四 五　　　 四

－ 七
●
七

●　　 ●
七

●　　 ●　　七 用
都
預

託
金 ：
利
率

．五 五　　　 五 五　　　 五 五　　　 五 五　　　 五
％ ％　　　 ％ ％　　　 ％ ％　　　 ％ ％　　　 ％
以 以　　　 を 以　　　 を 以　　　 を 以　　　 を
下 下　　　 超 下　　　 超 ・下　　　 超 下　　　 起

え え え え

月 月 月 月 月
け 療 一

に ・ 般
○

●

○

●

○

●

○

●

○ 係 緒 ・

る 婚 住
貸 及 宅

●
四

七 五 九 付　 び ・

五 六 八 金　 葬　 鞍
六 － ○ 六 － の　 無　 音
％ ％ ％ ％ ％ 利 貸 ・

串 付 医

月 月 月 月 月
け 住

に ・宅
○

●

0

●

○

●

○ ○ 係 凝

る 書
貸 ・及

● ●

⊥ 九 ＿．▲＿ 付　 び′ヽ ′ヽ
六 ○ 五 ○ 五 金　 災

六 八 八 八 ○ の■　書
％ ％ ％ ％ ％ 利 貨

車 付

月 月 月 月 月
る 介
貸 株

0 ○

●

○

●

○

●

○

●

付 構

金 光

の 肺
●

一l■ll■ 四

五 九 七 利　 分

○ 五 六 串　 の

○ 六 － ○ 六 額

％ ％ ％ ％ ％ に
係

月 月 月 月

に に 相

係 よ 定
○

●

○

●

○

●

○

●

る る 期
貸 住 関
付 宅 中－ － － －

四 七 － 四 金　 災　 の

■■■・■■
七 七 の　 事　 故

－ 五 五 ‾ 五 利　 貸．甚

％ ％ ％ ． ％ 串 付 災　け 書

（
注
）
住
宅
貸
付
け
及
び
住
宅
災
害
貸
付
け
に
係
る
貸
付
金
の
利
率
は
、
当
紡
貸
付
金
の
額
か
ら
介
株
構
造
部
分
の
塀
を
除
い
た
塀
に
係
る
判
事
と
す
る
．



公
立
学
校
共
済
組
合
貸
付
規
程
の
一
部
改
正
要
綱

一
　
高
額
医
療
貸
付
け
以
外
の
貸
付
け
に
係
る
貸
付
金
の
利
率
の
特
例
に
関
す
る
事
項
（
附
則
第
八
項
関
係
）

附
則
別
表
に
、
資
金
運
用
部
預
託
金
に
付
す
る
利
子
の
利
率
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
三
十
二
号
）
第
一
条
第

六
号
に
掲
げ
る
利
率
（
以
下
　
「
資
金
運
用
部
預
託
金
利
率
」
　
と
い
う
。
）
　
が
年
二
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
間
に
お
け
る
、

高
額
医
療
貸
付
け
以
外
の
貸
付
け
に
係
る
貸
付
金
の
利
率
を
新
た
に
設
定
し
、
同
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。
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こ
竺
）
住
宅
貸
付
け
及
び
住
宅
災
害
貸
付
け
に
係
る
貸
付
金
の
判
事
は
、
当
該
貸
付
金
の
額
か
ら
介
経
構
造
部
分
の
額
を
除
い
た
額
に
係
る
判
事
と
す
る
．



二
　
既
貸
付
け
の
未
僕
達
元
金
に
係
る
利
率
の
特
例
の
適
用
に
瀾
す
る
事
項
（
改
正
附
則
第
二
項
関
係
）

実
施
日
前
に
貸
し
付
け
た
も
の
に
係
る
実
施
日
以
後
の
利
息
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
利
率
の
特
例
を
適
用
す
る
こ

と
と
し
た
こ
と
。

三
　
そ
の
他

・
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
こ
と
。

四
　
実
施
時
期
・
（
改
正
附
則
第
一
項
関
係
）

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
．



別　紙　2

高額医療貸付け以外の貸付けに係る貸′付利串の特例の改正等

に伴う事務取扱いについて

「公立学校共済組合貸付規程（昭和38年3月1日制定）」の一都改正（平成10年1月29

日改正）に伴う事務処理については、次のとおり取り扱うものとする．また、本取扱いに記載の

ない事項については、平成7年8．月29日付け公本絹第210の32号別紙3中5から7まで及

び9から14までの取扱いに準ずるものとする．

1　対象となる貸付種別

対象となる貸付橿別は、一般貸付け、住宅貸付け、教育箕付け、医療貸付け、結婚貸付け、

葬祭貸付け、住宅災書貸付け、災害貸付け及び介捜構造鮪分に係る貸付け（以下「高額医療貸

付け以外の貸付け」という．）とする．

2　対象期間

平成10年4月1日（以下「失地日」という．）から地方公務員等共済姐合法施行規程（昭

和37年総理府・文部省・自治省令弟1号）附則第3魚の2に規定する特例期間が終了した日

の属する月の翌月の末日までの間とする．

3　特例利率

（目前紀2の対象期間における特例の貸付利串は、別表に拘げる前々月の来日における資金

邁用那頸托金に付する利子の利串を定める埠令（昭和62年政令第32号）第1条第6号

に掃ける利串（以下「頸托金利串Jという．）の区分に応じた判事（以下r特例判事」と

いう．）とし、計算上は月利を基準とする．

なお、平成10年4月及び5月の特例利車は、それぞれ同年2月及び3月の末日におけ

る預托金利串に基づく利率とする．

（2）特例利率の適用される期間において預托金利串が改定されたことに伴い、預託金利率の

区分に変動が生じた場合は、当該預託金利串が改定された日の属する月の翌々月の初日

（以下r改定日」という．）から変動後の区分による特例利率（以下r改定後の特例判事」

という．）を適用する．

4　適用対象

平成10年4月以降の特例利串は、次の①及び③の貸付けについて適用する．

①　実施日以降に貸し付ける高根医療貸付け以外の貸付け

⑳　実施日の前日において兼償速元金を有する高額医療貸付け以外の貸付け（実施日前に即

時償還の事由に該当した者（実施日に姐合員資格を喪失した者を含む．）を除く．）

なお、改定後の特例利皐の通用については、上紀①及び⑳のr実施日Jを「改定日Jと読み

替えるものとする．



5　特例利率に係る賦金串表

新たに設定された特例判事．に係る毎月償速及びボーナス償還の耕金串泉は、おって送付する

こととする．

6　その他

実施日において鶉に存する改正前の規程による別紙様式第3号（1）、別紙様式第3号（3）及び

別紙様式第3号（4）は、当分の間、これを補正して使用することができるものとする．

（年利）

特　　　　 例　　　 判　　　　 事

貸 付 那 ㌍ 托 金 利 事 去：…亘姻 下 豊潤 姻 下 亘i三宝姻 下 3 潤 姻 下 …：琵 鰻 下 ．さA i tx治
J く く qヽり℃ ・

一鼻・住宅 ・義I ・正義 ・

捌 ・掴 貸 付 け
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住 宅 災 害 ・災 書

貸 付 け
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■
介 腋 構 造 節 分 に

係 る 貸 付 け
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′　　　　×
l 相 によ は 切 目 冊

（は 洞 ）

2 ．9 7 ％ 2 ．5 5 ％ 2 ．13 ％ 1 ．7 2 ％ 1 ．7 2 ％

瀧は新刊串


